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平成 6 年か ら 7 年 に か け て の 1 年間、 働 シ マ ノ ・ サ イ ク ル開発 セ ン タ ー の 助成を 受 け て
自 転車 に 関す る 研究の機会を得た。 こ の 財 団 は 糊 シ マ ノ 自 転車の 社会文化活動の 一環 と し
て 博物館 を設置 し 自 転車の 収集 ・ 展示や研究者へ の 助成等を 積極的 に 行 っ て い る 。 7 年度
の 発表 は筆者を含め て 5 名 で、 デ ザ イ ン／都市計画／運動生理学／金属材料学／等の 自 転
車を取 り 巻 く 各分野の 研究発表で あ り 、 興味深 く 参考 に な る も の であ っ た。 助成研究の テ ー
マ 設定 は 比較的 自 由 で は あ る が、 「福祉や健康 を考慮 し た 自 転車」 「公共交通 と の 関 わ り 」
等 の 年次 テ ー マ が 出 て い る 。 本文 は こ の 研究の観要を纏 め た も の で あ る 。
研究の 目 的
自 転車 は 本来 自 由 で健康的 な 利便性 の 高 い乗 り 物で あ る が、 人 口 の 都市集 中 や 公共交通
と の ア ク セ ス 問題等が都市の も つ 深 刻 な 状況 に な っ て き て い る 。 自 転車 の 数 は 益 々 増え続
け て 、 ニ ー ズ に 答 え て 生産 は ピ ッ チ を上 げ る こ と に な ろ う 。 廃棄 さ れ る 自 転車 の 数 も 増加
し て く る 。 今回 の 研究 テ ー マ は 「生産か ら 廃棄 ま で の シ ス テ ム を デ ザ イ ン す る 」 と い う 所
に 焦点 を 当 て 、 「 レ ン タ ル サ イ ク ル シ ス テ ム 」 と し て、 駅 を拠点 に地 域 の 観 光案 内 基地 と
も す る 総合 ス テ ー シ ョ ン を 提案 し た。
研究計画
平成 6 年 ｜ ｜  平成 7 年
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・駅駐輪調査／行政資料収集／ 自 転車博物館見学／ 自 転車史研究
・工場見学／国際 自 転車 シ ョ 一 見学／ 自 転車振誕会見言／雨前報告番作成＂＂泊三笠沼組閣略些怠岱も
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E最終 レ ポ ー ト ／説明バ ネ ル作成
・研究成果発表平成 7 年10月 間 圃官罫謡奮
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自 転車小史
自 転車 の 歴史 を た ず ね て み る と 、 遠 く 15世紀 に遡 り 、 レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ピ ン チ の 描 い た
と い わ れ る 想像 画 に 現代 の 自 転車 の イ メ ー ジ が あ る 。 し か し 、 1 79 1 年 に シ ブ ラ ッ ク 伯 爵 の
作 っ た セ レ リ フ エ ー ル が祖先 と 言 え そ う だ。 そ の 後 、 発 明 発 見 、 試 行 錯 誤 の 繰 り 返 し の
200年、 人類の発明 し た 乗 り 物の な か で、 最高 の傑作 と い っ て も 良 L 、 。 人 間 と 機械 と 環境
の 見事な ハ ー モ ニ ー す ら 感 じ る の だが。
18日年 ・ ・ ・ ド イ ツ の カ ー ル ・ ド ラ イ ス 男爵が ド ラ イ ジ ー
ネ を発 明 、 木製 フ レ ー ム 、 ス テ ア リ ン グ機
構 は あ る が、 地面 を蹴 っ て 進 ん だ。
1839年 ・ ・ ・ ス コ ッ ト ラ ン ド の カ ー ク ・ パ ト リ ッ ク ・ マ
ク ミ ラ ン が後 輪駆動式 の 二輪車を発明。
1845年 ・ ・ ・ イ ギ リ ス の ト ン プ ソ ン が空気入 り タ イ ア を
発 明。
186 1年 ・ ・ ・ フ ラ ン ス の ピ エ ー ル ・ ミ シ ョ ー が前輪駆動
式 自 転車 の 大量生産を 始 め る 。
1868年 ・ ・ ・ 日 本 の 田 中 久重 （か ら く り 義右衛門） が 自
転車を作 る 。
1870年 ・ ・ ・ イ ギ リ ス 式 ボ ン シ ェ ー カ ー が登場。
1876年 ・ ・ ・ J . ス タ ー リ ー が コ ベ ン ト リ ・ ト リ シ ク ル
を 開 発。
1877年 ・ ・ ・ オ ー デ ィ ナ リ ー 型 の 自 転車 が 日 本 に 伝 え ら
れ る 。
1878年 ・ ・ ・ シ ン ガ ー の エ キ ス ト ラ ・ オ ー デ ィ ナ リ が発
表 さ れ る 。
1879年 ・ ・ ・ ハ リ ー ロ ー ソ ン が セ イ フ テ ィ 型 自 転車 を 開
発。 ビ シ ク レ ッ ト と 命名 さ れ後の 自 転車 の
総称 と な る 。
1880年 ・ ・ ・ レ ノ ル ド が ブ ッ シ ュ ・ ロ ー ラ チ ェ ー ン を発
明。
1886年 ・ ・ ・ 第一回 オ リ ン ピ ッ ク （ ア テ ネ ） に 自 転車競
技 が採用 さ れ る 。
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1888年 ・ ・ ・ ダ ン ロ ッ プが空気入 り タ イ ヤ を発明 し 自 転
：$ に 装着 さ れ る 。
1889年 ・ ・ ・ 元鉄砲鍛 冶 が 中心 だ っ た堺市で 自 転車部品
の 生 産 が 始 ま る 。 セ ー フ テ ィ (Cross 
Frame) 
1900年 ・ ・ ・ タ ン デ ム 自 転車 の 実 用 化
1914年 ・ ・ ・ 第一次世界大戦の 勃発 に よ り 、 国産部品の
生産 に 機械化 ・ 量産化が始 ま る 。
1917年 ・ ・ ・ 日 本の 自 転車保有台数 100万台 を 突破。
1920年 ・ ・ ・ I/ 200万台 を 突破。
1935年 ・ ・ ・ 日 本 サ イ ク ル競技連盟が国 際サ イ ク リ ス ト ：字
連合 （UCI) に 加 盟。
1 950年 ・ ・ ・ ワ ー ル ド レ コ ー ド 自 転車誕生。
1951年 ・ ・ ・ 第一 回 ア ジ ア 自 転車競技大会 （ イ ン ド）。
1990年 ・ ・ ・ 世界選手権 自 転車競技大会が 日 本で 開催。
圏内年次別 自 転車保有台数の推移
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自 転車の生産
戦後の産業の復興は軍需産業か ら 平和産業へ の 転換 に 始 ま っ て い る 。 貿易 の 回復 と 共 に
自 転車の 生産量 も 次第 に 伸 びて、 輸出 国 と し て 台湾、 中 園、 ア メ リ カ を 中心 に 増 え 続 い て
き た が、 90年を 境 に 減少傾向 に あ る 。 日 本の産業の 空洞化現象で あ り 、 次第 に 開発途上国
に 移 り つ つ あ る 。 （ 図表 は 自 転車振興会の統計要覧 8 号 よ り ）
自 転車の生産台数の推移 （ 日 本） 1 986～ 1 995 
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主要国別 自 転車輸出構成比率
｜ 自転車の輸出比率 ｜
主要国別 自転車輸入構成比率
｜ 自転車の輸入比率 ｜
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行政の対応
都市化 の 進展 と と も に 、 郊外へ と 住宅 は 開発 さ れ て 、 都 市 の ド ー ナ ッ ツ 現象 を ま ね て い
る 。 交通網 も 後手 に 回 ら ざ る を 得 な い ス ピ ー ド で あ る 。 住宅 と 最寄 り の 交通機関 を 繋 ぐ 手
段 と し て 自 転車 は不可欠の状態 で あ る 。 増 え 続 け る 自 転車 と 駅周 辺 の 混雑 ぷ り は 交通渋滞
や事故 の 原因 に な り 、 街 の 美観 の 障害で あ る 。 地方 自 治体の 駐輪場対策 は 抜 本 的 な 対策 が
な く 、 一部の 自 治体 で は 試 案 を 試み て い る と こ ろ も あ る 。 フ ラ ン ス や オ ラ ン ダ の 一 部 で 公
共交通 と の ラ イ ド方式を採用 し て お り 目 的地 ま で持ち 込み活用 す る よ う に 奨励 し て い る 。
駅周辺の 自 転車駐輪場の 設置状況
｜ 全国駅周辺駐輪場設置状況 ｜
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駅周辺調査 （平成 6 年 5 月 ～ 7 月 ）
調 査 は 今 回 の研究 グ ル ー プ の ス タ ッ フ が通勤、 通学で利用 す る 駅 の 駐輪 状 況 を 写真撮影
を 重 ね、 定点観測 も 実施 し た 。 ま た 、 ア ン ケ ー ト も 同 じ 場所で配布 し て い る 。 ま た 、 名 古
屋市の道路管理局 の 資料 も 大変参考に な っ た。 平成 5 年度 の 統 計 に よ る と 、 自 転車駐輪総
台数 は 146 . 290台 と な り 、 駐輪場 内 の95 . 737台 （65.4%） 、 道路 ・ 駅 構 内 等 へ の 放 置 は 50.553
台 （34 .6%） と な っ て い る 。 ま た、 自 転車 の 利用 者 の 50% が l k 圏 に 居住 し て い る こ と が判明。
駅周辺駐輪状況調査 （実施期 間 ＝ 平成 6 年 7 月 ～ 8 月 ）
調査研究 に 参 加 し た 学生 の 協 力 を 得 て 、 居住 し て い る 地域 や通勤、 通学 の 途上 に 遭遇 す
る 駐輪状態を ス ナ ッ プ撮影 し て 現場を認識す る 資料 と し た。 撮 影 箇 所 は 6 ヵ 所 と な っ た。
住宅地域、 主要交通 の ア ク セ ス す る 地域、 学園都市、 工業地帯、 オ フ ィ ス 街、 商店街な ど、
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地域の 状況 に よ っ て駐輪の 様子が異な っ て く る こ と も 理解で き た。 地方駅 は比較的、 駐輪
設備が整 い整然 と し て い る が、 市街地 は施設 の 規模が小 さ く 、 数 も 少な く 、 オ ーバー フ ロ ー
し た 自 転車が歩道 に あ ふ れ、 通行の 障害 に な っ て い る 。 災害時や身障者 の 対応 も 考慮す る
必要が あ る 。
調査地点概念図
''!!ni1 三：11•111川1�.�一宮 （ー＋ 調査地点）
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名古屋市の駐輪 ・ 放置状況
｜ 駐輪総台数と放置自転車 ｜
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駐輪場の 現場風景
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本山駅周辺
藤 ケ 丘駅周辺
本山駅周辺
Fhu 
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ア ン ケ ー ト
自 転車 を 使 用 す る 人 々 の 要望 を充分 に 理解す る こ と に よ っ て 、 設計や デ ザ イ ン に 適切 な
資料が豊か に な り 、 ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に 答 え る こ と に な る 。
ア ン ケ ー ト の実施
実施期間
実施方法
設 問 項 目
実施数量
回 答 数
平成 6 年 1 1 月 ～ 12月
駐輪場周 辺 に て手渡 し
22項 目 （本文 に は 11 項 目 の み掲載）
250通
73通 （男42通、 女31通）
ア ン ケ ー ト 配布 と 回収状況
I D 教室 の 学生 の 協力 を え て 名 古屋の 調査地点 を 中心に ア ン ケ ー ト 用 紙 を 配布 し た。 返
信用封筒 を 同 時 に 添 え た。 初対面の 自 転車使用 者 に 用 紙 を 受 け 取 っ て 貰 う ま で の 説 明 に 苦
労が と も な っ た。 返 信 に よ る 回収 は 29.2% と な り 一般 的 な 回収率で あ っ た。 回 答者 の 職 種
は下図 の と お り で あ る 。
回答者の職種 と 年齢
①学生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44 (60 .3%) 
② フ リ ー ア ルパ イ タ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ 0 ( 0%) 
③サ ラ リ ー マ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 1  (28 .8%) 
④ 自 営業 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ( 2 . 7%) 
⑤主婦 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 ( 5 .5%) 
⑤ そ の 他 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 2 ( 2 .7%) 
使用 中 の 自 転車の種類 に つ い て
①実用車 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ － － ・ ・ 26% 
②婦人用 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 45% 
③ ス ポ ー ツ タ イ プ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 14%
④ マ ウ ン テ ン バ イ ク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 15%
⑤三輪車 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 0% 
⑥折 た た み式 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 0% 
購入時の価格
① l 万 円以下 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 5 %  
② l ～ 2 万 円 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 30% 
③ 2 ～ 3 万 円 . . . . . . . . . . . . . . 28% 
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｜ 回答者の職種 ｜
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園 学生
四 フ リ ー 7 1レ
凹 サ ラ リ ー 7 ン
ロ 自 営業
目 主婦
口 そ の他
圏 実用車
四 婦人用車
田 ス ポ ー ツ タ イ プ
臼 マ ウ ン テ Y パイ ク
国 三輪車
口 折 り 畳み式
国 1 万円以下
図 l ～ 2 万円
四 2 ～ 3 万円
白 3 ～ 4 万円
邑 4 ～ 5 万円
口 5 万円以上
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④ 3 ～ 4 万 円 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 16% 
⑤ 4 ～ 5 万 円 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 15% 
⑤ 5 万 円以上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6% 
( 7 万 円、 7 万 8 千 円 、 8 万 円 、 15万円）
購入の主な理由
①通勤 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 16 .8% 
②通学 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 34 .5% 
③ レ ジ ャ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 9 . 2% 
④買 い物 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 .8% 
⑤子供 の 送迎 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 0% 
⑥ 日 常 の 足 と し ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 27 .7% 
使用年数
① l 年未満 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 15% 
② l 年以 上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 1 %  
③ 2 年以 上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 23% 
④ 3 年以上 . . . . . . . . . . . . . . . 14% 
⑤ 4 年以上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 8% 
⑤ 5 年以上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 29% 
保有台数 に つ い て （家庭 に）
① 1 台 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 18% 
② 2 台 ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • . . . . . . • • • •  29% 
③ 3 台 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 26% 
④ 4 台以上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 24 % 
⑤ そ の 他 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3% 
ど の よ う な 時 に 自転車を使 い ま すか
①駅 ま で ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 28.6% 
②買 い 物 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . • 26.9% 
③ レ ジ ャ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 10 .4% 
④通学 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • •  22 .5% 
⑤通勤 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 7 . 1 % 
⑥ そ の 他 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4 .4% 
｜ 購入の主な理由 ｜
� 
E亘記
園 通勤
図 通学
四 レ ジ ャ ー
日 貿い物
昌 子供の送迎
口 日 常の足 と し て
図 l 年未満
図 l 年以上
回 2 年以上
回 3 年以上
国 4 年以上
口 5 年以上
｜ 自転車を何時使うか ｜
巨量百
ワー
翻 駅ま で
回 買 い物
皿 レ ジ ャ 一
回 通学
昌 通勤
口 そ の他
｜ 公共機関とのアク セ ス ｜
図 車両 に 持 ち 込み行先で使 い た い
図 駅周辺の駐輪場の護側i を希望
回 会員制の公共自転車、 乗 り 捨て可能
白 現状で満足
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行動 目 的 と 距離
①駅 ま で ( 8 名 ） ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 ～ 4Km 
②買 い物 （29名 ） ・ ・ ・ ・ ・ 0 .3～ 15Km 
③通 学 （22 名 ） • • • • •  0 .5～30Km 
④ そ の 他／散策な ど (14名 ）
駐輪 に つ い て
①路上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 30% 
②特定の 駐輪場 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 62%
③ そ の 他 ・ ・ ・ － － － － ・ － － － － 8% 
収 納
｜ 駐輪について ｜
区二回
①折た た ん で コ ン パ ク ト に
な る と 良 い ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 18% 
②小型 で、性能 の 良 い も の が
欲 し い ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . . .  43% 
③無回答 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 34% 
④ そ の 他 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6% 
公共交通 と の 関係
①電車や パ ス に 持 ち 込 み
行 き 先で使え る と 良 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 30.6%
②駅周 辺 の 駐輪場
整備 さ れ る の が 良 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 44 .6%
③会員制 の 公共 自 転車 を 設 け 、 乗 り
捨 て が 自 由 に 出来 た ら ・ ・ ・ ・ 1 1 .6%
④現状で満足 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 .6% 
⑤考 え た こ と が な い ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 6 .6% 
盗 難
①有 － ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 42% 
②無 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 40% 
③戻 っ て き た ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 18% 
自 転車へ の要望 （70件 に 近 い意見の 中 か ら 紙面都合で数件 に抜粋）
匡二E
。 自 動車 ド ラ イ パ ー か ら 見て 安心で き る 機能が あ れ ば 良 い （ ブ レ ー キ ラ ン プ な ど）o
． オ ー ト マ チ ッ ク 無段変速が あ る と 良 L 、。
OD 
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4砂駅周 辺 （300m位の 範囲） に 整備 さ れ た 駐輪場を 多 く 作 り 有料 に し て も い い か ら 、 安
全で秩序が守 ら れ る よ う に 希望す る 。
．放置 自 転車が最近 よ く 目 立つ の で、 必ず 自 転車の 所有者がわ か る よ う に 名 前を 書 く 、
市及 び県の条例 を 出 す と 良 い。
．放置 自 転車 は メ ー カ ー が責任 も っ て 処理 し て 欲 し い。 盗難 し で も 罪悪感を与え な い よ
う 形、 雰囲気 は な く し て 欲 し い。
4・各県 に 自 転車 をー ヵ 月 程度預か つ て く れ る 施設 が あ る と 有難 い 。 自 宅か ら 行 け る 所 は
限定 さ れて し ま う の で、 ツ ー リ ン グ の拠点 と し て の 自 転車専用道路 を 考 え て 、 歩道 と
自 転車道路 と の 段差 を な く し、 ガ ー ド レ ー ル の み で仕切 ら れ る よ う に し て も ら いた い。
日 本の 道路 は 自 転車 に 冷 た い。
・ 自 転車 へ の 要望で は な い の ですが、 自 転車を一緒 に 乗 せ て も よ い パ ス 、 電車が あ る と
よ い。 特別 ス ペ ー ス を作 っ て 欲 し い。
.気候や風土、 機能 に 合 っ た 範 囲 の超 シ ン プル で ち ょ っ と 費沢な感 じ の す る 乗 り 物で あ っ
て 欲 し い。 い つ で も ど こ で も 連 れ て 行 け る “足” で あ っ て欲 し い。 （ 持 ち 運 べ る と い
い な あ ）
．放置 自 転車 の 取締強化。
.乗 っ た 時の 性能 の 良 さ 乗 ら な い 時の 扱 い 易 さ 。
．買 い物用 の か ご を 前後 に つ け て乗 っ て い ま す が、 使用 し な い 時 は 、 ぺ ち ゃ ん と つ ぶ れ
（見た め に軽快） 、 使用 時 の 丈夫 さ も OK と い う か どが あ っ た ら と 思 い ま す。
.渋滞 も 関係 な く 、 特別 な 免許 も い ら な い 自 転車 は 誰 も が手軽 に 乗 れ る 物で私 は 愛用 し
て い ま す。 最近マ ナ ー が特 に 悪い よ う に 思 い ま す が。 自 転車へ の 要望 と し て は、 “雨
対策” で し ょ う か。 雨 ざ ら し （駐輪場 に 屋根が な い こ と が多 い） に し て も さ びに く い、
す べ り に く い タ イ ヤ 、 あ と こ れ は部品 な の か も し れ ま せ ん が傘 を持 た な く て も す む よ
う に傘 を 固 定す る ホ ル ダ ー っ て あ り ま す よ ね。 あ れ の 性能 の 向 上 ( 1 回 使 っ た だ け で
壊 れ た ） 変速 は 私 は使 っ た こ と が な い の で わ か り ま せ ん。 “鍵” が も っ と 盗 ま れ に く
い も の に な る と よ い と 思 う 。 通勤の 時 に い き な り よ び と め ら れ て ピ ピ り ま し た が 、
（駐輪場の 通路み た い な と こ ろ に と め た も の で） 私 も 大学の 時 ア ン ケ ー ト と っ た こ と
が あ り ま す が、 回収率良 く な か っ た です。 （ マ ー ケ テ ィ ン グ で し た） “ く ら し ” に 身近
な 自 転車です の で、 答 え や す い か と も 思 い ま す が 回収率が良 い と い い です ね 。 頑張 っ
て 下 さ い0
． ど こ へ で も 気持 ち よ く 持 ち 運べ る （公共 の交通機関 に 乗 る ） と 便利。
4・ ス タ ン ド が片方だ け の も の が あ り ま す が、 非常 に 不安定で駐輪場で も 止 め る 場所 が両
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方 （古 い タ イ プ の も の です） あ る 場合 よ り も 広 く 必要 と な る の で、 両方 あ る 場合 の も
の を 沢 山 増 や し て 欲 し い です。 （片方の も の が多 い の で、 自 転車 を 買 う 場合、 選択 の
幅が狭 く て 困 り ま す。
・通学で使 っ て い た 噴 は洋服が 自 由 だ っ た の で気 に な ら な か っ た の です が、 勤 め て 初 め
て タ イ ト ス カ ー ト で 自 転車 に乗 る の は無理 が あ る と わ か り ま し た。 自 転車 の 構造 を変
え る こ と で上記の よ う な 不便 さ を改善で き な い も の で し ょ う か。 坂 を 登 る の が ラ ク な
自 転車が あ れ ば い い な と 常 に 思 っ て い ま す。 片側だ け の ス タ ン ド は 安定 が非常 に 悪 い
の で や め て欲 し い。 （す ぐ 倒 れ る か ら ） い ろ い ろ 書か せ て い た だ き ま し た が 少 し で も
お 役 に た て れ ば幸 い です。
4砂駐輪場の 現状 を 何 と か解決で き た ら 良 い と 思 い ま す。 と て も 便利 な 乗 り 物だ と 思 い ま
す。 い ろ い ろ と 研究 の 余地が あ り ま す し、 も っ と 便利 で安価 な 存在 に な ら な い で し ょ
う か0
・形、 デ ザ イ ン 、 性能 な ど の面 に お い て 色 々 あ っ て 良 い と 思 う 。 た だ し次 の 点 は、 統一
す べ き だ と 思 い ま す。
1 、 ス タ ン ド は 両足 （片足 は駐輪の場所を多 く と る ） 。
2 、 安全対策の 反射板を一個以上付 け る 。
3 、 施錠方法を完全 な も の に す る 。 ハ ン ド ル ロ ッ ク も 良 い 方法 と 思 う 。 た だ し駐輪
場で場所を と ら な い よ う な 方法を考え て 下 さ い。
4砂夜走 る こ と が多 い の で、 暗い道で も 目 立つ よ う に （後方か ら の車の ラ イ ト を あ て ら れ
る と 反射鏡が あ る が、 前方か ら は 自 分の意思で ラ イ ト を つ け な い と 、 全 く 見 え な い こ
と も あ る ） し て 欲 し L 、。 無灯火運転 は い け な い こ と だ け ど、 つ い忘 れ て、 と い う こ と
も あ る の で。 ま た、 雨が降 っ て も プ レ ー キ が滑 ら な い、 ま た 防雨機能み た い な も の が
つ く と う れ し L 、。 ご苦労様です。 研究頑張 っ て下 さ L 、。
リ サ イ ク ル型の生産活動
20世紀 は 概ね工業化社会 を基盤 と し た 資本主義経済の も と で、 人 聞社会 は 飛躍 的 な 発展
を と げ た 。 し か し 、 そ の 歪 は 地球的破壊規模 に ま で進ん で お り 、 環境問題 は も と よ り 、 貧
富 の 差 や 人 口 増加、 食料問題、 高齢社会の到来、 等 々 人 聞 の 英知で解決 し な け れ ば な ら な
い 問題が 山 積 し て き た。
日 本の 産業 に お い て は、 円 高 ド ル安の影響を も ろ に 受 け て、 産業の 空調化現象が生 じ て
お り 、 戦後の蓄積色の 日 本 は過去 の繁栄 に な ろ う と し て い る 。
今 回 の 試案 レ ン タ ル ・ サ イ ク ル シ ス テ ム は飽食時代の 「消 費 は 美徳」 の 精神構造 を 「物
を大切 に 長 く 使 い、 廃棄物 は 資源で あ る 」 と い う 考え方を根底に し た 提案で あ る 。
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既 に ド イ ツ を 中心 に 主要先進 国 の 設計活動の 中 に リ サ イ ク ル型 を推進 さ せ て 、 修理や廃
棄時 に メ ン テ ナ ン ス の し 易 い構造設計 と な っ て き て い る 。 資源 の 再利用 は確実 に 始 ま っ て
い る 。
持続可能な 生造活動 と 消費活動の図式
公共交通 と の ア ク セ ス を考慮 し た 自転車の提案
駅の レ ン タ ルサ イ ク ル シ ス テ ム
自 転車 で 自 宅 か ら 最寄 の駅 ま で行 き 、 電車 に 乗 り 換え て通勤や通学 を す る パ タ ー ン は、
最近 よ く 見か け る 光景で あ る 。 自 転車 は、 公害 ・ 環境問題 に も 比較的優 し く 、 健康的 な イ
メ ー ジ を持 っ た 身近 な 乗 り 物で は あ る が、 住宅が郊外へ拡大 し て い く 今 日 で は 、 最寄 り 駅
に 自 転車が溢れ交通 の 妨 げ に な っ た り 、 盗難 ・ 放置 の 問題が多発 し て い る 。 自 宅か ら 駅 ま
で の ジ ョ イ ン ト の 役割 の 自 転車 は 、 我 々 に は非常 に 便利 な 乗 り 物で は あ る も の の 、 時 と し
て 、 全 く 逆 に 邪魔 な 存在 に な り が ち で、 そ れ は駅周辺で起 り 得 る 現象 で あ る 。 今後、 自 転
車人 口 は 着実 に 増え 続 け 、 前記の 問題 は よ り 深刻 な も の と な っ て い く で あ ろ う 。
今 回 の テ ー マ は 、 自 転車 そ の も の の フ ォ ル ム と か乗 り 心地 と い う も の で は な く 自 転車 と
公共交通 と の かか わ り 、 す な わ ち シ ス テ ム か ら の 導入 に基づ き 、 駅の “ レ ン タ ルサ イ ク ル”
に お け る 自 転車 を 提案 し 、 今 ま で の 駅 で は見か け ら れ な か っ た 同 じ 自 転車が大量 に 置 か れ
る 状況 も 考え 『収納の 美学』 も 追及 し て い る 。 さ ら に 管理 ・ 駐輪 シ ス テ ム ・ 観光 ・ 自 転車
の 研究 お よ び学習 ・ 情報発進 ・ 情報交換 な ど も 同 時 に 行え る よ う な 、 総合的 な 自 転車 の 拠
点 を 提案す る も の で あ る 。
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レ ン タ ル サ イ ク ル の提 案／概念図
駅 の レ ン タ ルサ イ ク ル シ ス テ ム の矯想 と 提案風景
駅 の レ ン タ ルサ イ ク ル施設の構想
一 運営 シ ス テ ム ー
① 自 転車整理整頓だ け の 駐輪場で は な く 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 総合拠点 と し て位置付 け る 。
②管理者 は 、 従来の 高齢者対策 の 一環で は な L 、。
③ 自 転車 の 構造 を 考慮 し て 、 駐輪 ス ペ ー ス を 考え る 。
④整理整頓 を 自 動化 さ せ る 。
⑤ メ ン テ ナ ン ス に つ い て は、 製造業 と 密接 な 関係 を維持す る 。
⑥不特定多数 の 乗 り 物 と な る 為 に 、 グ リ ッ プ ・ サ ド ル等 の 清 潔 を 保 つ 設備 を 備 え る 。
レ ン タ ルサ イ ク ル シ ス テ ム の提案 自転車開発の ケ ー ス ス タ デ ィ 1996
⑦ コ ン ピ ュ ー タ ー の ネ ッ ト ワ ー ク と し て情報の基地 と す る 。
⑧ プ リ ぺ イ ド カ ー ド な ど を使用 し 、 金銭上 の 煩わ し さ を排除す る 。
⑨統ー し た車体や部品を常備 さ せ る 。
⑩全国 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を確保 し 、 大量 ロ ッ ト で高品質且つ低価格 を 実現 さ せ る 。
一 事業内 容 ー
①情報交換。
②定期的 な 催 し 物。
③サ イ ク リ ン グ コ ー ス の 設定。
a， 文化 ・ 歴史 コ ー ス
b， ネ ー チ ャ ー ウ ォ ッ チ ン グ コ ー ス
c， ス ポ ー ツ コ ー ス
④ 自 転車制作。
⑤ 自 転車 と 公共 マ ナ ー研究。
⑥ 自 転車の廃棄 と 再生。
⑦海外 へ の プ レ ゼ ン ト 。
⑧ そ の 他。
自 転車の デザイ ン コ ン セ プ ト
①扱 い 易 L 、。
②美 し く 魅力 的。
③軽量。
④安定感が あ り 倒 れ な い。
⑤常 に 清潔で あ る （ グ リ ッ プ な ど） 。
⑥衣服が汚れ な い （ チ ェ ー ン な ど） 。
⑦小荷物が乗せ ら れ る 。
⑧体格 に 合 わ せ や す い構造。
⑨常 に よ い コ ン デ ィ シ ョ ン で運転で き る 。
自 転車の貸 し 出 し等 に つ い て
①24時間営業。
② プ リ ペ イ ド カ ー ド シ ス テ ム を基本 と す る 。
③ 自 由 に乗 り 捨て る こ と が可能。
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ア イ デ ア ス ケ ッ チ （研究会の構想図検討風景）
ぷ ＇＂＂＇
ノ
ア イ デ ア ス ケ ッ チ の 一部 （ レ ン タ ル シ ス テ ム の 自 転車）
アイデアスケッテ （ レ ン タ ルサイ クル｝
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設計図面
- 125 -
愛知県立芸術大学紀要 No.26(1996) 
模型写真 （模型） （使用 時）
模型写真 （折 り た た み 時）
,,, 
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おわ り に
平成 6 年度 の 働 シ マ ノ ・ サ イ ク ル開発セ ン タ ー の研究助成 を 受 け 、 自 転車 と そ れ を取 り
ま く 環境 に つ い て 考察す る 機会 を え た。 自 転車の歴史 に つ い て は シ マ ノ 博物館 を 始 め 、 イ
ギ リ ス の ト ラ ン ス ポ ー テ ー シ ョ ン 博物館、 イ タ リ ア の ト リ ノ に あ る 自 動車博物館、 ド イ ツ
の ベ ン ツ 博物館等多 く の 博物館を見学 し て お り 、 あ る 程度 の 認識を持 っ て い た が， 現実 に
自 転車の研究 を 始 め て み る と 、 先人の 自 転車 に 対す る 開発の情熱や意欲 に 頭 の 下が る 思 い
で あ っ た。 連 日 、 駅や駐輪場を歩 き 、 頭の 中 は 自 転車で満た さ れ て い た。 ア イ デ ィ ア ・ ス
ケ ッ チ を 描 き 続 け な が ら 多 く の 問題点 を 抽 出 す る こ と がで き た 。 今 回 の 研究 は 自 転車の 形
態 の デ ザ イ ン 提案の み で は 無 く 、 自 転車の持つ複雑な 関係 を 解析 し て 、 新 し い秩序 を構築
す る こ と に あ っ た。
自 転車 は ほ ぼ完成 さ れ た乗 り 物 と 言え る が、 昨今の 数 の 急増 に 加 え 駐輪場の 不足等が社
会 的 な 問題へ と 進展 し て き て い る 。 不法駐輪、 見苦 し い放置等 々 使用 者の マ ナ ー に 帰す る
と こ ろ も あ り ， 早急 に は解決 は 出来な い が、 試案 の レ ン タ ル サ イ ク ル シ ス テ ム を是非実現
さ せ て 、 製造業 と 使用 者 と 交通関係者 に よ っ て 、 世の 中 に 新 し い秩序が生 ま れ る 事 を 祈 り
提案 し た い。
参考文献等
自 転車 の 一世紀 （ 日 本 自 転車産業史 ・ 自 転車振興会 ・ ラ テ ィ ス ・ 丸善）
自 転車の 科学 （ ブ ル ー パ ッ ク ス ・ 講談社）
自 転車の 歴史 C D ・ ア ン ド レ ッ チ 著／べ ス モ ー ル ・ マ ガ ジ ン 社） 1992 
Bicycles as Human Dreams 糊 シ マ ノ サ イ ク ル セ ン タ ー 1992
名 古屋市土木局道路部 自 転車駐車対策室／資料 （平成 5 年度版）
自 転車統計要覧／第30版 （平成 8 年）
自 振協会報 （第127号）
パ イ コ ロ ジ ィ レ ポ ー ト （平成 8 年／財、 日 本 自 転車普及協会）
-127 -
平成 8 年11月
